
第 26 回国民文化祭・京都 2011「京都ならではの国民文化祭を創ろう！」 
公開プレゼンテーションの参加者募集について 

 
平成２０年１０月３１日 
京都府国民文化祭準備課 

 国民文化祭準備課長(075-414-4214)  
 
 
 

 
 
 

 
記 

 
１ 公開プレゼンテーションについて 
   日時 平成２０年１１月２０日（木） 午後６時半～８時半 
   場所 金剛能楽堂（京都市上京区烏丸通一条下ル） 
   内容  
    ・基調講演：「あなたもプロデューサー！“京都ならではの国文祭”を創ろう」（仮題） 
      講演者：牧野

ま き の

 圭一
けいいち

 氏  京都国際マンガミュージアム国際マンが研究センター長 
                    京都精華大学名誉教授  
    ・公開プレゼンテーション（下記団体） 
    ・意見交換（会場とのフリーディスカッション） 
   コーディネーター：寺脇

てらわき

 研
けん

 氏 （京都造形芸術大学教授） 
   パネラー：京都ならでは事業専門委員会委員（別紙委員名簿） 
 
２ 公開プレゼンテーション予定団体 

提案団体名 提案事業内容

特定非営利活動法人劇研
京都市内と府内地域で
都市・農村を「むすび」、芸術と人とを「むすぶ」企画

朗読ユニットmes amis（メザミ） 地域の伝説・民話の朗読を通じて地域間の交流を図る企画

京都総文学生プロダクション
全国高校総合文化祭企画委員OBが結成したプロダクションが
打ち出す学生企画

有限会社業態開発研究所
 ディス・シュール・ディス

世界遺産を目指す天橋立をスタート・ゴールとする
ツール・ﾄﾞ・キョート  

３ 申込方法 
京都府国民文化祭準備課まで、電話、ファクス、Ｅメールに参加者のお名前と連絡先を 

記載して、お申し込みください。（参加無料：定員２００名（先着順）） 
 申込締切 １１月１７日（月曜）  
 電話：075-414-4280 ＦＡＸ：075-414-5137 Ｅメール：kokubunsai@pref.kyoto.lg.jp 

 
「京都ならでは事業」公募に１６３件の応募をいただきました。 
京都ならでは事業専門委員会において選定しました、特徴的な４件の提案について、

公開プレゼンテーションを行い、府民のみなさんと創る「京都ならではの国民文化祭」

を考えていきます。 
この機会に、ぜひご参加ください。 


